
主催　 
日時　 

会場　 

　日本建築学会関東支部
　3月1日（木）13:00～16:50
　2日（金）9:00～19:00

　 日本大学理工学部1号館（東京都千代田区神田駿河
台 1-8-14）

2017年度（第88回）関東支部研究発表会プログラム

発表　 　発表時間1題あたり15分（発表12分、質疑3分）
報告集　 　CD-ROMを販売いたします（1枚2,500円）。

会場 3月1日（木） 3月2日（金）
3階
131教室

●建築歴史・意匠Ⅰ
13:00 ～ 16:35　9001-9013
司会：坊城俊成（千葉科学大）、藤田康仁（東京工業大）、海老沢
模奈人（東京工芸大）

●建築歴史・意匠Ⅲ
9:00 ～ 12:10　9026-9037
司会：小澤朝江（東海大）、平山育男（長岡造形大）
●建築歴史・意匠Ⅳ
13:30 ～ 14:30　9038-9041
司会：黒津高行（日本工業大）
●シンポジウム「関東の昭和後期の市庁舎建築」
15:00 ～ 17:30 

3階
132教室

●都市計画Ⅰ
9:00 ～ 12:10　7001-7012
司会：小場瀬令二（練馬区都市整備公社まちづくりセンター）、長岡 篤（東京工業大）
●都市計画Ⅱ
13:30 ～ 14:30　7013-7018
司会：増山正明（足利工業大）
●シンポジウム「遠郊外大型戸建て住宅団地は今－住宅地開発のその後の動向を追
う　その3－」
15:00 ～ 17:30 

3階
133教室

●防火
13:00 ～ 16:35　3001-3013
司会：太田 充（明野設備研究所）、伊藤将大（建材試験セ
ンター）、木島裕行（日本住宅・木材技術センター）

●防火講演会（博士号取得者に聞く、先達に聞く）
10:00 ～ 12:00
●農村計画
16:05 ～ 17:20　6001-6005
司会：上保裕典（富士通総研）

4階
141教室

●環境工学Ⅰ
13:00 ～ 16:10　4001-4012
司会：佐藤理人（ミサワホーム総合研究所）、川久保俊（法政
大）

●環境工学Ⅱ
9:00 ～ 12:10　4013-4024
司会：リジャル　Ｈ．バハドゥル（東京都市大）、井原智彦（東京大）
●環境工学Ⅲ
13:30 ～ 16:40　4025-4036
司会：鍵 直樹（東京工業大）、平野勇二郎（国立環境研究所）

4階
142教室

●環境工学Ⅳ
13:00 ～ 16:10　4037-4048
司会：稲垣景子（横浜国立大）、山口和貴（東京電力ホールディ
ングス）

●建築歴史・意匠Ⅱ
9:00 ～ 12:10　9014-9025
司会：片山伸也（日本女子大）、渡辺美樹（足利工業大）
●環境工学Ⅴ
13:30 ～ 17:20　4049-4062
司会：大風 翼（東京工業大）、河合英徳（東京工業大）、佐藤友昭（三菱地所設計）

4階
143教室

●材料・施工Ⅰ
13:00 ～ 16:20　1001-1012
司会：斉藤丈士（日本大）、斉藤 博（斉藤建築研究所）、加藤淳司
（飛島建設）

●材料・施工Ⅱ
9:45 ～ 12:10　1013-1021
司会：高橋祐一（五洋建設）、横井 健（東海大）
●材料・施工Ⅲ
13:30 ～ 17:20　1022-1035
司会：横井 健（東海大）、金子 樹（長谷工コーポレーション）、古川雄大（東急建設）

4階
144教室

●材料・施工Ⅳ
9:45 ～ 12:10　1036-1044
司会：渡部 憲（東海大）、野中 英（熊谷組）
●材料・施工Ⅴ
13:30 ～ 17:20　1045-1058
司会：渡邉真史（内山アドバンス）、大塚秀三（ものつくり大）、渡部 憲（東海大）

5階
151教室

●構造Ⅰ
13:00 ～ 15:25　2001-2009
司会：道明裕毅（日本大）、肥田剛典（東京大）

●構造Ⅳ
9:00 ～ 12:10　2035-2046
司会：松田頼征（東京理科大）、涌井将貴（新潟工科大）
●構造Ⅴ
13:30 ～ 17:20　2047-2060
司会：石田考徳（東京工業大）、小山 毅（東京大）、荒木景太（アイテック）

5階
152教室

●構造Ⅱ
13:00 ～ 16:50　2010-2023
司会：小松真吾（東京工業大）、西島正人（東京工業大）、石原 直
（建築研究所）

●構造Ⅵ
9:00 ～ 12:10　2061-2072
司会：山我信秀（NTTファシリティーズ）、中村 伸（日本設計）
●構造Ⅶ
13:30 ～ 17:20　2073-2086
司会：小倉史祟（竹中工務店）、山我信秀（NTTファシリティーズ）、古谷 章（日本
ERI）

5階
153教室

●構造Ⅲ
13:00 ～ 15:50　2024-2034
司会：多幾山法子（首都大東京）、山崎義弘（東京工業大）

●建築社会システムⅡ
9:00 ～ 11:55　8013-8023
司会：後藤智香子（東京大）、深井祐紘（筑波大）
●構造Ⅷ
14:00 ～ 17:10　2087-2098
司会：久木章江（文化学園大）、鱒沢 曜（鱒沢工学研究所）

5階
154教室

●建築社会システムⅠ
13:00 ～ 16:10　8001-8012
司会：権藤智之（東京大）、吉田 敏（産業技術大学院大）

●建築計画Ⅰ
9:00 ～ 12:35　5001-5013
司会：井本佐保里（東京大）、門脇耕三（明治大）
●建築計画Ⅱ
13:30 ～ 17:20　5014-5027
司会：雨宮知彦（ラーバンデザインオフィス）、落合正行（日本大）、古澤大輔
（日本大） 
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付随行事
1. シンポジウム「関東の昭和後期の市庁舎建築」
主催  　日本建築学会関東支部材料施工専門研究委員会
日時  　3月2日（金）15:00～17:30
会場  　日本大学理工学部1号館3階131教室
定員  　80名（申込先着順）
参加費  　 会員1,500円・会員外2,000円（資料代含む）、学生無料

（学生は資料代別）
申込方法　 　こちらからお申し込みください。
2. シンポジウム「遠郊外大型戸建て住宅団地は今－住宅地開発のその後
の動向を追う　その3－」
主催  　日本建築学会関東支部都市計画専門研究委員会
日時  　3月2日（金）15:00～ 17:30
会場  　日本大学理工学部第2会場3階132教室
コメンテーター 　 藤村龍至（東京藝術大学准教授）、小場瀬令二（筑

波大学名誉教授）
事例紹介  　 瓜坂和昭（大和ハウス工業ネクストライフ事業推進室室

長）
　菅沼朋香（RFA）
　藤原寛典（積水ハウス技術部部長）
　髙田康則（布佐平和台自治会長）

司会  　片山律（千葉工業大学）
定員  　50名（申込先着順）
参加費  　会員1,000円・会員外1,500円・学生無料（資料代含む）
申込方法　 　こちらからお申し込みください。
3. 防火講演会（博士号取得者に聞く、先達に聞く）
主催  　日本建築学会関東支部防火専門研究委員会
日時  　3月2日（金）10:00～12:00
会場  　日本大学理工学部1号館3階133教室
講師  　 山田誠（日本住宅・木材技術センター）、城明秀（竹中工務

店）
定員  　40名（申込先着順）
参加費    会員500円・会員外1,000円・学生無料（資料代含む）
申込方法　 　こちらからお申し込みください。
4. 懇親会
日時　 　3月2日（金）18:00～19:00
会場　 　日本大学理工学部1号館２階カフェテリア
参加費　 　一般：2,000円、大学院生・学部生：1,000円
申込方法　 　こちらからお申し込みください。

材料・施工Ⅰ
3月1日（木）　143教室

材料施工1　13:00～14:00　斉藤丈士（日本大）
1001 表面強化材を用いたコンクリートの材料改質に関する実験的研究 

モルタルの圧縮強度増進に対する含浸材と樹脂の有効性および最
適工法の検討
○柏木里美（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴

1002 透気試験複合法による仕上材付きコンクリートの中性化評価手法
に関する実験的検討
○加藤 猛（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴、山﨑順二

1003 凍結融解作用を受けたコンクリート表面における劣化深さ予測の基
礎的研究
○佐藤隆大（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴

1004 自己修復システムを付与したコンクリートの止水性に関する実験的
研究
○田中寛人（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴

材料施工1　14:10～15:10　斉藤 博（斉藤建築研究所）
1005 実構造物における自然電位と質量含水率の相関に関する検討

○小澤優太（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴
1006 実構造物におけるコンクリート内部の水分が鉄筋腐食に与える影響

に関する研究
○山田宗範（東京理科大）、今本啓一、野口貴文、濱崎 仁、兼松 学、
清原千鶴、中田清史、澁井雄斗

1007 端島のRC造建築物に対する表面含浸工法の適用性に関する研究 

その1 現地調査および曝露実験におけるコンクリートの含水状態
○篠原佳代子（東京理科大）、平田真佑子、今本啓一、清原千鶴、宮
崎香苗、濱崎 仁、澁井雄斗

1008 端島のRC造建築物に対する表面含浸工法の適用性に関する研究 

その2 曝露実験における鉄筋の腐食状況
○平田真佑子（東京理科大）、篠原佳代子、今本啓一、清原千鶴、宮
崎香苗、濱崎 仁、澁井雄斗

材料施工1　15：20～16：20　加藤淳司（飛島建設）
1009 軍艦島RC構造物への適用に向けた電気防食基礎実験

○宮崎香苗（東京理科大）
1010 4プローブ法によるシラン系含浸材の効果検証手法の適用性―国立

西洋美術館本館コンクリート躯体の保存に向けて―
○清原千鶴（東京理科大）、今本啓一、福田 京

1011 既存木造建造物の非/微破壊的推定手法に関する研究
○南川貴明（東京理科大）、澤田将光、五郎丸修平、今本啓一、清原
千鶴

1012 内部劣化した既存木造建築物への欠陥探査と樹脂充填による補強
法の提唱
○五郎丸修平（東京理科大）、南川貴明、今本啓一、清原千鶴

材料・施工Ⅱ
3月2日（金）　143教室

材料施工2　9：45～10：45　高橋祐一（五洋建設）
1013 在来型枠工法におけるスラブ下および梁下の支保工の存置方法に

関するアンケート調査 その1 型枠工法の選定および在来型枠工法
における各工法の採用の検討
○鈴木 大（日本大）、中田善久、田嶋和樹、大塚秀三、宮田敦典、荒巻
卓見、宗 永芳、藤下大知、中川 悠

1014 在来型枠工法におけるスラブ下および梁下の支柱の存置方法に関
するアンケート調査 その2 支柱の一部残存工法における採用の検
討と支柱の存置期間
○藤下大知（日本大）、中田善久、田嶋和樹、大塚秀三、宮田敦典、荒
巻卓見、宗 永芳、鈴木 大、中川 悠

1015 合理化型枠工法の選定及び検討に関するアンケート調査
○中川 悠（日本大）、中田善久、宮田敦典、大塚秀三、荒巻卓見、田嶋
和樹、宗 永芳、鈴木 大、藤下大知

1016 やさしいマスコンクリート温度応力のはなし
○山崎敞敏（フリーランス）

材料施工2　10：55～12：10　横井 健（東海大）
1017 各種内外装材料の汚れ意識調査と汚れ洗浄処理による印象改善度

の評価
○大野 彩（工学院大）

1018 外装材の色彩による雨筋よごれの見え方に関する研究―多彩模様
の場合―
○下田ありさ（日本大）、永井香織、松井 勇

1019 超高層建築物のシーリング材の劣化に関する研究
○今 夏紀（日本大）、永井香織、藤本利昭

1020 壁面に設けた凸部が雨筋よごれに及ぼす影響
○戸倉美咲（日本大）、永井香織

1021 超高層ビルのタイル施工部材における打診検査時反発波の周波数
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特性・エネルギーと劣化性状の相関評価
 ○乙幡祐平（工学院大）

材料・施工Ⅲ
3月2日（金）　143教室

材料施工3　13:30～14:30　横井 健（東海大）
1022 アクティブサーモグラフィ法によるポリマーセメント系塗膜防水層の

劣化度の推定
 ○豊田啓生（徳島大）、塚越雅幸、上田隆雄
1023 円形板圧入によるシーリング目地の剥離部判定手法
 ○和田渉平（千葉工業大）、石原沙織
1024 畳の平衡含水率と水蒸気吸脱着性能
 ○工藤 健（千葉工業大）、石原沙織
1025 窯業系サイディング廃材を用いた再生ガラス質系資材への水平リサ

イクル化
 ○鈴木悠人（工学院大）、田村雅紀
材料施工3　14:40～15:55　金子 樹（長谷工コーポレーション）
1026 内装左官仕上げの構法による性能・機能を比較する試験体の作製 

左官材料を中心とした仕上げ壁の機能性評価 その1

 ○石川隆司（東京都左官職組合連連合会）、田村雅紀、中田 倫、牧
野萌子

1027 各種内装左官仕上げのVOC除去特性の比較 -左官材料を中心とし
た仕上げ壁の機能性評価 -その2

 ○中田 倫（工学院大）、田村雅紀、金巻とも子、石川隆司
1028 各種内装左官仕上げの臭い除去・抗菌特性の比較 -左官材料を中

心とした仕上げ壁の機能性評価 -その3

 ○中田 倫（工学院大）、田村雅紀、金巻とも子、石川隆司
1029 各種内装左官仕上げ壁の調湿性能の測定・比較 -左官材料を中心

とした仕上げ壁の機能性評価 -その4

 ○牧野萌子（工学院大）、田村雅紀、石川隆司、金巻とも子
1030 各種左官仕上げ壁の防音特性の比較‐左官材料を中心とした仕上

げ壁の機能性評価‐その5

 ○牧野萌子（工学院大）、田村雅紀、石川隆司、金巻とも子
材料施工3　16:05～17:20　古川雄大（東急建設）
1031 木摺り漆喰天井における木摺り下地面への補修樹脂充填度の可視

化
 ○小林将希（工学院大）、田村雅紀、岡健太郎、後藤 治
1032 近代建築における銅板屋根の維持保全に関する研究－銅板の劣化

評価－
 ○田中 良（日本大）、松井 勇、永井香織
1033 遺産的建造物におけるラス漆喰天井の劣化状態の評価・検証実験
 ○半座三紗子（工学院大）
1034 ガスケットのリップ部の気密性の簡易評価試験方法の検討 

 ○塚越雅幸（徳島大）、冨永雄悟、上田隆雄
1035 車いす競技における体育館床材の耐損傷性の評価に関する研究
 ○原 和泉（首都大東京）、橘高義典、國枝陽一郎、東 琴美

材料・施工Ⅳ
3月2日（金）　144教室

材料施工4　9:45～10:45　渡部 憲（東海大）
1036 電気炉酸化スラグコンクリートの曝露試験（材齢14年）
 ○石野凜太郎（工学院大）、室岡優輔、阿部道彦
1037 低強度コンクリートの長期性状（材齢8年）
 ○小野澤徹（工学院大）、細矢英幸、阿部道彦
1038 増粘剤含有高性能AE 減水剤を用いて流動性を付与させたコンク

リートの調合条件に関する実験的検討
 ○櫻井達也（日本大）、中田喜久、桝田佳寛、宮田敦典、平野修也、湯

本哲也、萩谷俊祐
1039 版築ブロックの材料設計手法に関する基礎的研究－非破壊試験に

よる圧縮強度およびヤング係数の推定－
 ○杉山晴香（東京理科大）、今本啓一、伊藤拓海、清原千鶴
材料施工4　10:55～12:10　野中 英（熊谷組）
1040 コンクリートの中性化による質量変化および収縮の挙動に関する実

験
 ○大山 優（工学院大）、阿部道彦、真野孝次、斎藤辰弥
1041 外断熱が施工されたコンクリート内・外壁面の中性化に及ぼす高温

履歴の影響
 ○船坂健介（徳島大）、塚越雅幸、上田隆雄、中山一秀
1042 表面含浸材によるALCの耐久性向上に関する研究
 ○園田未来（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴
1043 塩害と中性化の複合劣化環境における各種セメントと各種鋼材を

組み合わせた鉄筋コンクリートの鉄筋腐食に関する実験的研究
 ○篠崎尚人（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴
1044 爆轟を受けた鉄筋コンクリート部材に対する耐久性評価に関する実

験的研究
 ○清 敦俊（東京理科大）、清 敦俊、今本啓一、清原千鶴、別府万寿博

材料・施工Ⅴ
3月2日（金）　144教室

材料施工5　13:30～14:30　渡邉真史（内山アドバンス）
1045 コンクリートポンプ工法における高所圧送時の管内圧力の一測定事

例
 ○山川空悟（日本大）、中田善久、大塚秀三、宮田敦典、吉田兼治
1046 コンクリートポンプに関わる事故事例の分析
 ○中村大翔（日本大）、中田善久、大塚秀三、宮田敦典
1047 集合住宅のコンクリート工事における施工方法の違いが施工体制に

及ぼす影響に関する実態調査
 ○牟田尚広（ものつくり大）、大塚秀三、奥山夏樹
1048 座屈拘束筋違を取り付けた鉄筋コンクリート骨組に関する研究 そ

の6 施工実験とアンカー PC鋼棒の緊張力長期計測
 ○毎田悠承（千葉大）、渡辺英彦、前川利雄、濱田 真、増子 寛、曲 

哲、吉敷祥一、坂田弘安、和田 章
材料施工5　14:40～15:55　大塚秀三（ものつくり大）
1049 ALCブロック外壁の繊維補強による変形抵抗性の確保に関する研

究
 ○横田将吾（工学院大）、田村雅紀
1050 東南アジア地域レンガ造住居壁面の繊維補強シート面材による変

形抵抗性の改善
 ○長崎 翼（工学院大）、田村雅紀
1051 木材の特性評価のための各種非/微破壊試験方法に及ぼす諸条件

の影響に関する研究
 ○澤田将光（東京理科大）、南川貴明、五郎丸修平、今本啓一、清原

千鶴
1052 アルミニウム合金製強力サポートの軸圧縮実験
 ○松嵜達弘（髙松建設）
1053 小規模試験体による軽量鉄骨下地間仕切壁の面外曲げ試験
 ○沖 佑典（建築研究所）、石原 直、鈴木賢人、永野正行、岩田善裕
材料施工5　16:05～17:20　渡部 憲（東海大）
1054 同一水セメント比において調合条件を変えたコンクリートのヤング

係数に関する研究
 ○古川統舜（日本大）、中田善久、大塚秀三、宮田敦典、平野修也、湯

本哲也、萩谷俊祐
1055 同一水セメント比において調合条件を変化させたコンクリートの中

性化速度に関する研究
 ○磯部太一（日本大）、中田善久、大塚秀三、宮田敦典、平野修也、湯
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本哲也
1056 全量産業副産物としたクリンカーフリーコンクリートの開発 その

1.強度・乾燥収縮・中性化
 ○江詩 唯（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴、徐 建恒
1057 ウェットスクリーニングしたモルタルの降伏値と塑性粘度に関する研

究
 ○杉山 俊（日本大）、中田善久、大塚秀三、平野修也、宮田敦典、湯本

哲也
1058 非鉄スラグ細骨材を用いたコンクリートの強度特性および乾燥収縮

に関する研究
 ○原品 武（東京理科大）、今本啓一、清原千鶴、真野孝次

構造Ⅰ
3月1日（木）　151教室

基礎構造　13：00～14：00　道明裕毅（日本大）
2001 微細気泡を混入したセメントスラリーを用いた粘性土改良体の強度

のばらつきに関する基礎的研究－土試料とセメントスラリーのゼー
タ電位－

 ○川鍋賢人（日本大）、下村修一、奥山誠也、水谷羊介、中村 博、平野 

聡
2002 加圧土槽を用いた低強度ソイルセメント杭の鉛直載荷試験
 ○緒方智之（日本大）、緒方智之、下村修一、目時龍之介
2003 バイブロハンマ工法によるH形鋼杭打設時の支持層確認に関する

模型実験 加圧土槽を用いた実験手法の基礎検討
 ○神谷奎吾（日本大生産工学部）、下村修一、緒方智之
2004 バイブロハンマ工法によるH形鋼杭打設時の支持層確認 現場実

測データに基づく検討
 ○下村修一（日本大生産工学部）
耐震設計法・評価法　14：10～15：25　肥田剛典（東京大）
2005 鋼構造溶接部の設計レベルと構造物の安全性に関する検討
 ○高橋利恵（前橋工科大）
2006 snapによる非線形性検出手法の閾値設定手法とその適用性検討 

その1 閾値設定手法とその非線形性検出の適用範囲
 ○涌井将貴（新潟工科大）、伊山 潤
2007 snapによる非線形性検出手法の閾値設定手法とその適用性検討 

その2 応答解析結果による検証
 ○涌井将貴（新潟工科大）、伊山 潤
2008 snapによる非線形性検出手法の閾値設定手法とその適用性検討 

その3 振動台実験結果による検証
 ○伊山 潤（東京大）、涌井将貴
2009 動的な慣性力と強制変位を同時に考慮可能な建物の時刻歴解析

法
 ○坂 敏秀（鹿島建設）、森川博司

構造Ⅱ
3月1日（木）　152教室

骨組　13:00～14:30　小松真吾（東京工業大）
2010 層モーメント法による耐力算定とエネルギー法による累積損傷分布

の関係
 ○中村一哉（東京工業大）、佐藤大樹、松田頼征、北村春幸、山口路

夫、脇田直弥、山口慎吾、綿貫雄太
2011 履歴ダンパーを有する制振構造の主架構の塑性化の程度を考慮し

た第1層の応答評価
 ○岩森貴寿（東京工業大）、佐藤大樹、北村春幸、山口路夫、脇田直

弥
2012 降伏変位の異なる二種類の履歴型ダンパーを組合せた制振構造の

等価繰返し数の関係式の提案

 ○木村真峻（東京理科大）、北村春幸、佐藤大樹、松田頼征、山口路
夫、脇田直弥、山口慎吾、綿貫雄太

2013 粘性ダンパーを使用した制振構造におけるダンパーのエネルギー
分散係数の精度評価

 ○有井季萌（東京理科大）、北村春幸、佐藤大樹、松田頼征、山口路
夫、脇田直弥、山口慎吾、綿貫雄太

2014 粘性ダンパーの性能低下を考慮した簡易応答評価手法
 ○岡田亮佑（東京工業大）、佐藤大樹
2015 変形増幅機構を有する粘性制振壁を設置した鋼構造物の地震応

答－跳ね出し梁の部材性能が制振効果に及ぼす影響－
 ○菅原 惇（東京理科大）、佐藤大樹、北村春幸、小川晋平、松田頼征、

石井正人、吉江慶祐
ダンパー①　14：40～15：40　西島正人（東京工業大）
2016 水平2方向変形を受ける間柱型せん断パネルダンパーの架構実験
 ○山本優子（東京工業大）、吉敷祥一、小西克尚、蓑和健太郎、聲高

裕治
2017 補剛材の本数を変えたせん断パネルの繰り返し載荷実験 その2 解

析による検討
 ○岩崎桃子（東京工業大）、岩崎桃子、吉敷祥一、小西克尚、蓑和健

太郎、薩川恵一
2018 鋼構造骨組に設置された間柱型ダンパーの応力変動に関する解析

的研究
 ○松村康司（日本大）、石鍋雄一郎、中島 肇、宮川和明、入江千鶴、戸

張涼太、吉永光寿、村上行夫
2019 突起付きプレート圧着接合法を用いてダンパーを取り付けたRCフ

レームの実験
 ○毎田悠承（千葉大）、竹中啓之、和泉信之、坂田弘安、島崎和司、渡

辺 亨、佐伯英一郎
ダンパー②　15：50～16：50　石原 直（建築研究所）
2020 弾性ひずみエネルギー蓄積を利用した耐震構造の振動台実験
 ○小松真吾（東京工業大）、高松隆夫、山西央朗
2021 変形増幅機構を有する制振フレーム試験体のモデル化
 ○小川晋平（東京理科大）、松田頼征、佐藤大樹、北村春幸、石井正

人、吉江慶祐
2022 建築制振用新型ばね付オイルダンパーの開発および構造的特性に

関する研究報告－付加ばねとすべり機構の要素試験－
 ○横山篤貴（東京理科大）、高橋 治、淺野祐一、芦田浩明
2023 制振材を添加したポリウレア樹脂の減衰性能の評価に関する実験

的研究
 ○池田 椋（東京理科大）、髙橋 治

構造Ⅲ
3月1日（木）　153教室

木質構造1　13：00～14：30　多幾山法子（首都大東京）
2024 Cyclic loading test of masonry infilled Chuandou timber frames 

in China part 1. Test plan

 ○付 翔（東京工業大）、吉敷祥一、曲 哲、崔 瑶
2025 Cyclic loading test of masonry infilled Chuandou timber frames 

in China part 2. Test result

 ○付 翔（東京工業大）、吉敷祥一、曲 哲、崔 瑶
2026 集成材のめり込み実験への光学的全視野変形計測の適用
 ○中野佑太（東京工業大）、山崎義弘、坂田弘安、齊藤隆典
2027 枠組壁工法建築物における偏心が及ぼす直交壁効果への影響領

域の評価
 ○岡本慶太（東海大）、野村圭介
2028 数値解析を用いた2階建て木造建物の一構面の耐力における上下

階壁配置の影響分析
 ○河村夏生（慶應大理工学部）、岡 一也、小檜山雅之
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2029 常時微動を用いた、木造家屋の危険度判定予測手法に関する研
究―熊本地震2017における木造家屋の被害調査を例として―

 ○千葉祐輔（東京理科大）、高橋 治、馬場貴志、海藤靖子
木質構造2　14：40～15：50　山崎義弘（東京工業大）
2030 伝統的木造建築物の組物の寸法体系と剛性評価に関する研究
 ○齋藤耕太郎（東京大）、藤田香織
2031 福島県大内宿における構造調査に基づく伝統的茅葺住宅の振動性

状の把握
 ○弘末絢香（首都大東京）、玉記良平、陳 昕岩、川島康生、多幾山法

子
2032 福島県前沢集落における伝統的中門造民家の構造調査と耐震性評

価
 ○川島康生（首都大東京）、弘末絢香、陳 昕岩、多幾山法子
2033 伝統木造住宅における仕様の異なる差鴨居接合部の力学特性の比

較と復元力の推定
 ○陳 昕岩（首都大東京）、多幾山法子
2034 既存木造建物の柱脚補強におけるアラミド繊維シート貼付形式の

体系的検証実験
 ○山口あかり（首都大東京）、小池 奨、陳 昕岩、多幾山法子

構造Ⅳ
3月2日（金）　151教室

地震応答・制御　9：00～10：30　松田頼征（東京理科大）
2035 2016年熊本地震本震時の地表断層近傍における強震動の再現と

空間変動
 ○貴堂峻至（東京理科大）、永野正行、引間和人
2036 強震時の建物の床の傾きを考慮した家具の挙動に関する研究
 ○須藤峻介（千葉大）
2037 浮き上がりによる損傷抑制効果に関する直接基礎1 層弾塑性模型

の振動台実験
 ○石原 直（建築研究所）、柏尚 稔、小豆畑達哉、緑川光正
2038 1質点系モデルを対象としたアクティブ制御の等価モデルの構築（そ

の1：LQR重み関数の構造特性・振動特性への影響）
 ○陳 引力（東京工業大）、佐藤大樹、宮本 皓、佘 錦華
2039 1質点系モデルを対象としたアクティブ制御の等価モデルの構築（そ

の2：地震と風外乱を用いた等価モデルの精度検証）
 ○陳 引力（東京工業大）、佐藤大樹、宮本 皓、佘 錦華
2040 絶対加速度制御に注目した等価入力外乱手法によるアクティブ制

御
 ○宮本 皓（東京工業大）、佐藤大樹、陳 引力、佘 錦華
雪荷重・風荷重　10：40～12：10　涌井将貴（新潟工科大）
2041 少雪地域の雪荷重評価における降雪と気象データに関する基礎的

研究
 ○村山リサ（日本大）、原 聡大、中島 肇、石鍋雄一郎
2042 多雪地域における地震時の雪荷重用組合せ係数に関する基礎的

研究
 ○古名大希（日本大）、亀山涼季、石鍋雄一郎、中島 肇
2043 実在する地形および周辺建物が高層建物の風力に与える影響に関

する実験的研究
 ○普後良之（風工学研究所）、佐藤大樹、田村哲郎、勝村 章
2044 非定常的な水平振動に対する感覚に基づく居住性能評価に関す

る研究―その1 実験概要および1/3オクターブバンド分析による評
価―

 ○久木章江（文化学園大）、石川孝重、平間ちひろ
2045 非定常的な水平振動に対する感覚に基づく居住性能評価に関する

研究―その2 振動数特性を補正するフィルターを用いる評価手法の
提案―

 ○平間ちひろ（日本女子大）、石川孝重、久木章江

2046 非定常的な水平振動に対する感覚に基づく居住性能評価に関する
研究―その3 提案手法よる設計への適用―

 ○久木章江（文化学園大）、石川孝重、平間ちひろ

構造Ⅴ
3月2日（金）　151教室

振動・CFT　13：30～14：15　石田考徳（東京工業大）
2047 実在する柔構造建築の振動特性に関する研究 その1 旧横須賀鎮

守府庁舎の振動特性
 ○河地駿介（日本大）、藤本利昭、水野僚子、山中美穂
2048 実在する柔構造建築の振動特性に関する研究 その2 旧横須賀海

軍病院
 ○山中美穂（日本大）、藤本利昭、水野僚子、河地駿介
2049 日本の超高層CFT造建物の歴史的動向およびデータ分析
 ○内藤隼人（芝浦工業大）、石川 裕
ブレース　14：25～15：40　小山 毅（東京大）
2050 山形鋼筋かい端接合部に対する乾式補強に関する実験  その2 追

加実験の計画
 ○梶間夏美（東京工業大）、吉敷祥一、薩川恵一
2051 山形鋼筋かい端接合部に対する乾式補強に関する実験 その3 実

験結果と補強設計
 ○梶間夏美（東京工業大）、吉敷祥一、薩川恵一
2052 被災した低層ブレース構造の余震に対する最大変形の推移 その2 

余震の頻度と最大層間変形角の収束値
 ○仲田章太郎（東京工業大）、林 冠泓、吉敷祥一
2053 ブレース付鋼構造骨組の強度及び筋かい率分布と損傷分布の関係
 ○金子哲也（日本大）、石鍋雄一郎、中島 肇
2054 アルミニウム合金構造高力ボルト摩擦接合部における被締結材の

強度に着目したすべり挙動の解析的検討
 ○本宮弘大（東京電機大）
接合部　15：50～17：20　荒木景太（アイテック）
2055 床スラブ付き梁端ピン接合部の力学挙動
 ○巽 信彦（大阪工業大）、吉敷祥一、宮内靖昌
2056 逐次座屈固有値解析に基づく初期たわみを有するH形断面梁の最

大曲げ耐力評価
 ○福島佳浩（東京大）、伊山 潤
2057 鉄骨梁端接合部の亀裂に着目した繰り返し変形性能
 ○三木徳人（建築研究所）、岩田善裕、長谷川隆、山田 哲
2058 ガセット形式で接合されたトラス梁斜材の圧縮耐力に関する実験
 ○三木徳人（建築研究所）、石原 直、沖 佑典、岩田善裕
2059 羽根付き鋼管杭と上部柱一体化工法の耐震性能に関する研究  そ

の1．円形及び角型鋼管柱の接合部耐力に関する実験的研究
 ○城島果歩（東京理科大）、佐藤有輝、小林俊夫、笠原康弘、高橋 治
2060 羽根付き鋼管杭と上部柱一体化工法の耐震性能に関する研究 そ

の2. 接合部の力学的特性及び耐震性能に関する解析的検討
 ○佐藤有輝（東京理科大）、城島果歩、小林俊夫、笠原康弘、高橋 治

構造Ⅵ
3月2日（金）　152教室

シェル・空間構造（1）　9：00～10：30　山我信秀（NTTファシリティーズ）
2061 CLTパネルを用いた張弦床構造の基本的力学性状に関する研究

-面外方向利用時のCLTパネルの挙動と床材への適用性に関する
検討-

 ○永峰 馨（日本大）、岡田 章、宮里直也、廣石秀造
2062 大規模アリーナの構造システムの提案に関する基礎的研究－ひず

みエネルギーに着目した張弦ドーム構造の最適化－
 ○久保怜大（日本大）、中島 肇、笠原 隆、石鍋雄一郎
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2063 サッカースタジアムの屋根架構における骨組配置とケーブルの適用
に関する基礎的研究

 ○大野啓介（日本大）、中島 肇、石鍋雄一郎
2064 テンションリングを有する放射型ケーブル屋根構造の力学性状に関

する基礎的研究
 ○小池健之（日本大）、岡田 章、宮里直也、廣石秀造、鴛海 昂
2065 ストリングを用いた鋼構造建築物の応力・変形制御に関する基礎

的研究ー連続体置換法に基づくストリング付加効果についてー
 ○笠原 隆（日本大）、中島 肇、石鍋雄一郎
2066 テンセグリティの建築物への適用に関する実践的研究
 ○岩井 徹（東京理科大）
シェル・空間構造（2）　10：40～12：10　中村 伸（日本設計）
2067 ケーブルガーダーの張力消失時の構造挙動に関する基礎的研究
 ○平野義洸（日本大）、岡田 章、宮里直也、廣石秀造、湯川大夢
2068 六角形格子による膜構造用補強ケーブルの基本的構造特性に関す

る研究
 ○石橋秀教（日本大）、岡田 章、宮里直也、廣石秀造、吉野誠一
2069 ETFEフィルムを用いた密閉型レンズ状二重空気膜構造の基本的力

学性状に関する研究ー過大な負圧荷重時と繰り返し荷重時の挙動
の把握ー

 ○中村咲瑛子（日本大）、岡田 章、宮里直也、廣石秀造、与那嶺仁志
2070 高機能繊維の建築構造部材への実用化に関する研究－金物接合

と手結びによる接合の開発－
 ○山口界堂（東京理科大）、髙橋 治、立岡善典
2071 スプリットティ形式引張接合で構成されるアルミニウム建築構造に

関する基礎的研究
 ○星野侑史（日本大）、長尾隆史、岡田 章、宮里直也、廣石秀造
2072 建築用板ガラスの破壊応力と疲労性状に関する基礎的研究 -ガラ

スの寸法効果及び疲労試験に関する検討-

 ○秋庭崇人（日本大）、岡田 章、宮里直也、廣石秀造、吉野誠一

構造Ⅶ
3月2日（金）　152教室

シェル・空間構造（3）　13：30～14：45　小倉史祟（竹中工務店）
2073 引張ブレースで面内補剛された格子シェルの非抗圧性を考慮した

線形座屈解析
 ○山本憲司（東海大）、打樋勇人
2074 吊り下げ曲面の形状解析手法に関する検討
 ○山本憲司（東海大）、功刀浩彰
2075 ローラーコースターの地震応答性状に関する基礎的研究
 ○内田啓太（日本大）、岡田 章、宮里直也、廣石秀造
2076 片持ちスタンド屋根の風圧力低減に関する実験的研究－ルーバー

及びスタンド後方と下部の開口が及ぼす影響について－
 ○伊藤拓朗（日本大）、岡田 章、宮里直也、廣石秀造、瀧澤峰義
2077 雪荷重時に対する大スパン鋼構造の対雪設計に関する基礎的研

究―張弦梁構造の脆性的崩壊回避の条件式の提案－
 ○亀山涼季（日本大）、石鍋雄一郎、中島 肇
応用力学・PC構造　14：55～15：40　山我信秀（NTTファシリティーズ）
2078 双山の4次曲線分布荷重を受けて撓み曲線が8次方程式となる

真っ直ぐ梁の解、及び筆者提案の検定法
 ○伊東淺之（フリーランス）
2079 丸目の面取りを施すことにより、却って曲げ強度が上昇する現象に関

する弾性理論解析
 ○伊東淺之（フリーランス）
2080 圧着接合された短スパンのアンボンドプレストレストコンクリート梁

のせん断耐力評価に関する検討
 ○白井佑樹（神奈川大）、島崎和司

鉄筋コンクリート構造　15：50～17：20　古谷 章（日本ERI）
2081 軸方向に拘束を受ける鉄筋コンクリート造スラブの長期・短期の剛

性変化
 ○山本俊彦（大同大）
2082 高強度RC梁の損傷および復元力特性に関する研究 その2 解析に

よる復元力特性の考察
 ○毎田悠承（千葉大）、濱田 聡、竹中啓之、白 瓊、和泉信之
2083 新型スリーブによる鉄筋継手を用いたプレキャスト鉄筋コンクリート

造柱の構造性能
 ○金本清臣（清水建設）、奥山信博、戸澤正美
2084 脚部を半固定とするRC造柱の開発（その1）柱脚断面絞り形状部を

有する柱の構造実験および内部応力の解析的検討
 ○武居宗太朗（東京理科大）、小田 稔、長嶋龍太朗、平田裕一、田野

健治、高橋 治
2085 脚部を半固定とするRC造柱の開発（その2）テーパー形状部を有

する柱の構造実験
 ○安藤敏史（東京理科大）、山田哲也、田野健治、小田 稔、武居宗太

朗、高橋 治
2086 超高層建物における新構造システムの提案および構造計画による

研究―デザイン性も兼ねたタワー型高層建物についての考察―
 ○香取佑菜（東京理科大）、常山未央、高橋 治

構造Ⅷ
3月2日（金）　153教室

免震（1）　14：00～15：30　久木章江（文化学園大）
2087 免震建物の変形の予測式を用いた設計例
 ○付 慧鑫（東京理科大）、佐藤大樹、北村春幸、松本頼征、宮川和

明、植木卓也、村上行夫
2088 Experimental and Analytical Study on Spherical Sliding Bearing 

Subjected to Bidirectional Excitation Part I Experimental results 

and verification of analytical model

 ○仁田脇雅史（東京工業大）、山田 哲、吉敷祥一、石田孝徳、渡辺 

厚、西本晃治
2089 Experimental and Analytical Study on Spherical Sliding Bearing 

Subjected to Bidirectional Excitation Part II Effect of horizontal

 ○仁田脇雅史（東京工業大）、山田 哲、吉敷祥一、石田孝徳、渡辺 

厚、西本晃治
2090 エネルギー一定則を用いた積層ゴムの最大引張歪みと基礎梁の曲

げモーメントの推定手法の提案（その1）積層ゴム軸方向の復元力特
性の違いが引張歪みの推定に与える影響

 ○吉江一馬（東京理科大）、佐藤大樹、松田頼征、北村春幸、中村昌
弘、森 隆浩、加藤秀章、脇島健二、石田安澄

2091 エネルギー一定則を用いた積層ゴムの最大引張歪みと基礎梁の曲
げモーメントの推定手法の提案（その2）基礎梁曲げモーメントおよ
び隣接する積層ゴム引張歪みの推定手法

 ○吉江一馬（東京理科大）、佐藤大樹、松田頼征、北村春幸、中村昌
弘、森 隆浩、加藤秀章、脇島健二、石田安澄

2092 風応答解析による超高層免震建物の免震ダンパーの疲労損傷評価
－建物形状と風速レベルが疲労損傷度に与える影響ー

 ○馬橋聖生（東京工業大）
免震（2）　15：40～17：10　鱒沢 曜（鱒沢工学研究所）
2093 空気浮揚システムを活用した3次元免震装置の開発に関する研究

～ 3次元試験機による性能評価とロッキング有無についての実大実
験～

 ○中条愛奈（東京理科大）、武藤 学、倉林 浩、古屋 治、高橋 治
2094 観測記録に基づく超高層免震建物の地震応答時の剛性の分析 そ

の1 多質点等価せん断型モデルおよび3次元部材モデルを用いた
剛性評価手法の検討
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 ○中井亜里沙（東京工業大）、佐藤大樹、笠井和彦
2095 観測記録に基づく超高層免震建物の地震応答時の剛性の分析  そ

の2 東北地方太平洋沖地震発生前後における上部構造および免震
層の剛性の比較

 ○呉 嘉瑞（東京工業大）、佐藤大樹、中井亜里沙
2096 長周期地震動による免震部材の性能変動を考慮した免震建物の応

答性状について
 ○佐野 航（東京理科大）、大宮 幸、北村春幸
2097 免震建物の擁壁衝突が梁振動に与える影響の評価
 ○鯉渕将成（東京理科大）、永野正行、松田頼征、北村春幸
2098 超高層免震建物の地震時応答に及ぼす耐風ストッパーの影響
 ○富田悠介（東京工業大）、吉敷祥一、小西克尚、蓑和健太郎

防火
3月1日（木）　133教室

避難・防災計画　13：00～14：30　天田 充（明野設備）
3001 総合病院病棟のナースステーションにおける可燃物量の実態調査
 ○平井周介（早稲田大）、礒部真緒、洪 ヘリ、土屋伸一、野竹宏彰、広

田正之、長谷見雄二
3002 超高層建築におけるエレベーターを用いた車椅子利用者の避難計

画
 ○小畑菜央（早稲田大）、長谷見雄二、峯岸良和、篠塚亮輔、松田大

輔
3003 歩行困難者を考慮した商業施設のエスカレーター利用避難計画の

検討
 ○皆川萌佳（早稲田大）、長谷見雄二、峯岸良和、羽田 哲、田口 悠
3004 歴史的木造旅館における避難器具を利用した防災計画に関する研

究―草津木造三階建て旅館のケーススタディ―
 ○鯨井亜紗（早稲田大）、篠原周平、上総浩子、井田敦之、長谷見雄

二
3005 高齢化した木造密集地区における連動式住宅用火災警報器を活用

した地域防災計画の検討 -群馬県桐生市桐生新町重要伝統的建
造物群保存地区における住民の防災意識調査 -

 ○後藤夕希奈（早稲田大）、田中和香子、片田江宏美、土屋伸一、長谷
見雄二

3006 山間集落型歴史的市街地の防災計画手法の構築に関する研究 -静
岡県焼津市花沢重要伝統的建造物群保存地区における防災調査
を通して-

 ○濃添ゆうな（早稲田大）、岩下 望、長谷見雄二
防・耐火1　14：40～15：40　水上点晴（国土技術政策総合研究所）
3007 発泡プラスチック系断熱材の燃焼特性の基礎研究 発泡プラスチッ

ク系断熱材のコーンカロリーメーターによる発熱及び質量減少試験
 ○山田悠史（日本アクア）、野口貴文、安藤達夫、周 彪、大久保正一、

永田和久、前原信頼
3008 長屋型木造建築の小屋裏界壁防火改修による延焼遅延手法の開発

研究 -せっこうボード製小屋裏界壁における延焼遅延効果の検討-

 ○阿南朱音（早稲田大）、足立絵梨、長谷見雄二、松山 賢、鍵屋浩司、
田村隆雄、安井 昇、菊池大悟郎

3009 鉄筋モルタル床板の火災時メンブレン挙動に関する実験的研究
 ○劉 子敬（千葉大）、深津志向、木下晃一、菊池毅之、平島岳夫
3010 高温加熱下でのモルタルの力学的特性に関する実験
 ○菊地毅之（千葉大）、深津志向、木下晃一、劉子 敬、平島岳夫
防・耐火2　15：50～16：35　木島裕行（日本住宅・木材技術センター）
3011 無処理ナラ材により被覆したスギ階段の小型耐火実験
 ○髙瀨 椋（森林研究・整備機構 森林総合研究所）、原田寿郎、上川

大輔、松永浩史
3012 2時間耐火性能を有する燃え止まり型木質耐火構造部材に関する

研究 ー設計耐火時間より短時間の火災加熱での赤熱燃焼を制御

できる燃えしろ・燃え止まり層の検討ー
 ○斉吉大河（早稲田大）、山口智世、長谷見雄二、上川大輔、髙瀨 椋、

安井 昇、遠藤智紀、渡辺秀太
3013 カラマツ構造用集成材による柱の載荷加熱実験
 ○市川萌都（千葉大）、山下平祐、平島岳夫、馬場重彰、片岡辰幸、染

谷朝幸

環境工学Ⅰ
3月1日（木）　141教室

パッシブデザイン（1）　13：00～14：30　佐藤理人（ミサワホーム総合研
究所）
4001 ソーラーエネルギー利用建築研究の系譜（その1）
 ○角本邦久（建築都市研究室 K2）
4002 ソーラーエネルギー利用建築研究の系譜（その2）
 ○角本邦久（建築都市研究室 K2）
4003 ソーラーエネルギー利用建築研究の系譜（その3）
 ○角本邦久（建築都市研究室 K2）
4004 Evaluation of Summer Thermal Environment of Temporary 

Shelters Built in Nepal after Massive Earthquake 2015

 ○THAPA RITA（東京都市大）
4005 建築・環境棟の光環境に関する研究 外皮の異なる室の光環境実測

及び評価
 ○安齋奎汰（関東学院大）、山口 温
4006 合掌造り民家の温熱環境に関する研究 白川村における風環境と合

掌造り民家における室内環境の実測及びシミュレーションとの比較
 ○小川夕季（法政大）、出口清孝、川久保俊、大風 翼
パッシブデザイン（2）　14：40～16：10　川久保俊（法政大）
4007 開発時期の違いから見た住宅性能の差異による救急業務低減に関

する研究
 ○萩原淳悟（早稲田大）、高口洋人、沖汐友弥
4008 建築・環境棟における環境教育に関する研究 環境教育の現状把

握及び環境教育推進プログラムの検討
 ○村田佳基（関東学院大）、山口 温
4009 Seasonal Difference in Indoor Thermal Environment Engendered 

in a Condominium Equipped with HEMS

 ○KCRAJAN（東京都市大）
4010 基礎断熱住宅における居住者行動が床下温湿度環境に与える影響

に関する研究
 ○大井一将（工学院大）、宮崎 豪、佐藤慶季、中島裕輔
4011 首都圏の郊外戸建住宅地における緑の形態・温熱環境に着目した

緑化空間の好ましさの評価構造
 ○高橋優佳（東京工業大）、浅輪貴史、深澤朋美
4012 気温低減効果を有する緑のネットワーク形成に関する研究
 ○吉本桐子（早稲田大）、高口洋人、谷葉留佳、牧内悠香

環境工学Ⅱ
3月2日（金）　141教室

熱的快適性と健康（1）　9：00～10：30　リジャル　Ｈ．バハドゥル（東京
都市大）
4013 オフィスにおける歩行を伴う身体活動が知的生産性に及ぼす影響

に関する被験者実験
 ○関紅美花（慶應義塾大）、伊香賀俊治、田中宏治、高井啓明、菊池

卓郎、田中規敏、西田 恵、西村三香子
4014 日常生活における滞在空間の変化が人々の脈拍変動に与える影響

の検証
 ○渡辺智也（法政大）、川久保俊、出口清孝、木村源太
4015 オフィス環境が心身の健康と知的生産性に及ぼす影響
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 ○四方路慶樹（慶応義塾大）、伊香賀俊治、平岡雅哉、佐藤正章、鈴
木雄介、権藤 尚、海塩 渉、関紅美花

4016 構造方程式モデリングによる住まい・住まい方の要素が精神・身体
的健康に及ぼす影響に関する研究

 ○野澤将太（法政大）、川久保俊、星 旦二、柏原誠一、川島麻起子、上
野 彩、出口清孝、加藤祐未、那須詩織、嶋田朱里

4017 温冷感に関するツイートを用いた東京23区の屋外熱環境に関する
研究

 ○竹田紘次郎（首都大東京）、竹田紘次郎、熊倉永子、須永修通
4018 湿度変動に伴う浴室空間の温熱環境の変化及び人体への影響に関

する研究
 ○舘山雄一郎（法政大）、出口清孝、川久保俊、小川夕季
熱的快適性と健康（2）　10：40～12：10　井原智彦（東京大）
4019 全国実測調査に基づく冬季の住宅室温の推計モデルの導出
 ○黒木 湧（慶應義塾大）、伊香賀俊治、村上周三、川久保俊、安藤真

太朗、林 侑江、石戸拓朗、佐藤亮太
4020 脳血管疾患・肺炎における季節間健康格差の実態把握
 ○松尾 諒（法政大）、川久保俊、伊香賀俊治、山口歩太
4021 身体活動の促進が生徒の学習効率に与える影響に関する介入調査
 ○加藤秀弥（慶應義塾大）、伊香賀俊治、市原真希、村田義郎、西村

三香子、岡崎 愛、関紅美花
4022 オフィスビルにおける執務者の湿度感と相対湿度に関する研究
 ○鈴木想仁歌（東京都市大）、RIJALHOM BAHADUR

4023 地域在住高齢者の要介護認定年齢と冬季住宅内温熱環境に関す
る後ろ向き研究

 ○林 侑江（慶應義塾大）、伊香賀俊治、小野万里、星 旦二、安藤真太
朗

4024 Adaptive Thermal Comfort in Naturally Ventilated School 

Buildings in Temperate Climate of Nepal

 ○すれすた みさん（東京都市大）、RijalHom Bahadur

環境工学Ⅲ
3月2日（金）　141教室

熱的快適性と健康（3）　13：30～15：00　鍵 直樹（東京工業大）
4025 住宅内温熱環境の主観評価と虚弱指標に関するロジスティック回

帰分析
 ○小野万里（慶応義塾大）、伊香賀俊治、林 侑江、石渡拓也、倉部豊

弘、白石冴香、松本実紗
4026 Investigation on comfort temperature and clothing insulation in 

three climatic regions in Nepal

 ○Gautam Basudev（東京都市大）
4027 冬季の住宅内温熱環境と子どもの低体温に関する実測調査
 ○白石冴香（慶應義塾大）、伊香賀俊治、林 侑江、石渡拓也、倉部豊

弘
4028 サービス付き高齢者向け住宅における個室空間に対する評価構造
 ○藤沢玲衣（日本福祉大）、坂口大史
4029 屋内における熱中症被害対策の検討に向けた暑熱環境実測
 ○吉田功樹（法政大）、川久保俊、工藤泰子、松井加奈絵、出口清孝、

中條章子
4030 冬季の住宅内温熱環境と入浴方法に関する多重ロジスティック回

帰分析
 ○浅倉弘尭（慶應義塾大）、伊香賀俊治、海塩 渉、石渡拓也、林 侑

江、倉部豊弘、白石冴香、松本実紗
環境配慮建築・都市　15：10～16：40　平野勇二郎（国立環境研究所）
4031 環境配慮技術を活用した環境学習授業普及のための実施方法の検

討に関する研究
 ○佐久間睦輝（工学院大）、宮崎 豪、吉田 舜、中島裕輔
4032 公共建築物における木造・木質化による使用箇所別の木材利用量

 ○渡邉健斗（早稲田大）、高口洋人、矢口彰久
4033 郊外住宅地の2地区における高齢者の身体活動量と地域環境の関

係
 ○馬淵勝之（慶應義塾大）、伊香賀俊治、小熊祐子、齋藤義信、林 侑

江、石戸拓朗、佐藤亮太
4034 我が国の自治体におけるSDGs達成に向けた取組度把握のための

指標に関する基礎研究
 ○茂手木大貴（法政大）、川久保俊、村上周三、出口清孝、荒深凌馬、

茂木和也
4035 環境配慮行動プラン法実施による行動促進効果に関する研究
 ○舩木里菜（早稲田大）、高口洋人、本多隼人、足立真之介
4036 ホタテ貝灰を用いた環境配慮型塗料の開発に関する研究
 ○細川香苗（工学院大）、吉田 舜、中島裕輔

環境工学Ⅳ
3月1日（木）　142教室

エリアマネジメント　13：00～14：30　稲垣景子（横浜国立大）
4037 自立分散型エネルギーシステムの導入による居住者の被災可能性

に対する不安の軽減効果の推計
 ○佐藤亮太（慶應義塾大）、伊香賀俊治、奥田 篤、笹本太郎、大束開

智
4038 環境配慮型エリアマネジメントの現状調査と西新宿エリアにおける

ケーススタディに関する研究
 ○金山祥平（工学院大）、吉田 舜、中島裕輔
4039 郊外大型店舗周辺におけるエリアエネルギーマネジメントモデルの

構築に関する研究
 ○金澤賢汰（工学院大）、宮崎 豪、吉田 舜、中島裕輔
4040 駅周辺エリアにおける平常時・非常時を考慮したデジタルサイネー

ジの活用手法に関する研究
 ○佐藤智太（工学院大）、中島裕輔、吉田 舜
4041 車いすプローブ情報を活用した都市・地域空間の分析・評価手法

の提案－投稿型バリアフリーマップの「WheeLog!」による実証的研
究－

 ○織田友理子（NPO法人PADM）、織田洋一、金井節子、宗士 淳、木
村敏浩、大内宏友

4042 車いすプローブ情報を活用した都市・地域空間の分析・評価手法
の提案－投稿型バリアフリーマップの「WheeLog!」によるまち歩き
イベンドについて－

 ○織田洋一（NPO法人PADM）、織田友理子、金井節子、宗士 淳、木
村敏浩、大内宏友

エネルギー（1）　14：40～16：10　山口和貴（東京電力ホールディングス）
4043 日本におけるグリーンリースの実施状況および契約内容に関する実

態調査
 ○稲葉智志（早稲田大）、高口洋人
4044 電力供給量の気温感応度に関する地域特性
 ○清川勇樹（東京都市大）、清川勇樹、鳴海大典、大西暁生
4045 幼稚園・保育園のエネルギー消費及び室内温熱環境に関する調査

研究
 ○田中駿也（工学院大）、宮崎 豪、吉田 舜、中島裕輔
4046 高島平地区におけるゼロエネルギー街区の形成に関する研究
 ○張田谷凌央（早稲田大）、西村 響、謝 慧珊、高口洋人
4047 スーパーマーケットのエネルギー消費に関する研究 第4報：実験室

実験に基づく冷蔵冷凍ショーケースの冷却負荷に関する評価
 ○陳 文（横浜国立大）、吉田圭佑、藤田美和子、鳴海大典
4048 スーパーマーケットのエネルギー消費に関する研究 第5報ショー

ケースの冷気漏れに着目したCFD解析に基づく省エネルギー評価
 ○吉田圭佑（横浜国立大）、陳 文、藤田美和子、鳴海大典
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環境工学Ⅴ
3月2日（金）　142教室

エネルギー（2）　13：30～14：45　大風 翼（東京工業大）
4049 戸建住宅の電力消費モニタリングによる経年的省エネルギー効果

○大塚彩美（横浜国立大）、増田達矢、中村省吾、平野勇二郎、五味
馨、藤田 壮、鳴海大典

4050 住宅全体の開口割合が住まい方・エネルギー消費量に及ぼす影響
に関する研究
○十文字朱里（法政大）、川久保俊、下川美代子、出口清孝、加藤祐
未、那須詩織、大門俊介、千歳優希

4051 Rural Household Electricity Use Patterns in Western Part of 

Nepal

○SHAHISHAHI DINESH KUMAR（東京都市大）
4052 戸建住宅における熱容量の実態調査と室内環境に及ぼす影響に関

する研究
○上原美季（工学院大）、佐藤慶季、宮崎 豪、中島裕輔

4053 消費者の選好した情報の提供による省エネ効果の分析
○増田達矢（千葉工業大）、大塚彩美、平野勇二郎、中村省吾、五味
馨、藤田 壮、鳴海大典

空気環境　14：55～16：10　河合英徳（東京工業大）
4054 CFD simulation of dispersion around a rectangular building

○李 心怡（東京工業大・環境・社会理工学院）、大風 翼
4055 格子ボルツマン方程式から流体支配方程式の誘導 その1 格子ボル

ツマン方程式のChapman-Enskog 展開
○韓 梦涛（東京大）、大岡龍三、菊本英紀

4056 格子ボルツマン方程式から流体支配方程式の誘導 その2 連続の
式とNavier-Stokes式の導出
○韓 梦涛（東京大）、大岡龍三、菊本英紀

4057 プノンペンのタウンハウスにおける空気汚染の実態調査と屋内空気
質の改善提案
○清水卓哉（早稲田大）、清水卓哉、謝 慧珊、松本知華、高口洋人

4058 教室内二酸化炭素濃度とインフルエンザ欠席の関係性についての
試験研究
○梶ヶ谷恭輔（東京都市大）、岩下 剛

見える化　16：20～17：20　佐藤友昭（三菱地所設計）
4059 家庭における室内外環境見える化システム導入による行動変容に

関する研究
○大森翔太（工学院大）、佐藤慶季、宮崎 豪、石田慎一、中島裕輔

4060 住宅履歴情報システムにおける環境情報活用に関する研究
○武田多恵（工学院大）、佐藤慶季、宮崎 豪、中島裕輔

4061 断熱改修による室内温度変化と住民の主観的健康感へ与える影響
に関する研究
○那須詩織（法政大）、川久保俊、村上周三、伊香賀俊治、安藤真太
朗、加藤祐未、大門俊介

4062 携帯端末アプリを用いた住民主体の地域環境の価値の共有化と可
視化―システムの構築と評価―
○浅輪貴史（東京工業大）、中大窪千晶、深澤朋美

建築計画Ⅰ
3月2日（金）　154教室

空間評価・認知　9:00～10:30　井本佐保理（東京大）
5001 建築物の言語描写における建築の奥性

○榊原崇文（名古屋工業大）、北川啓介、東田夏海
5002 伊勢神宮の視覚要素から想起する建築物と環境の内在的意味

○丹羽優季（名古屋工業大）、北川啓介、榊原崇文、東田夏海
5003 天井および壁面の境界部分における配色が空間に対する容積感に

与える影響 

○大竹真菜（日本大）、遠田 敦
5004 スマートフォンへの意識集中がパーソナルスペースに及ぼす影響

○細谷信介（日本大）、遠田 敦
5005 身体密着式腕時計型端末を用いた振動通知に対する覚知特性 ‐

避難行動時および日常生活時における覚知実験‐
○高橋美咲（日本大）、遠田 敦

5006 大規模空間での避難安全性評価実験環境の整備にむけた基礎的
検討
○木下芳郎（日本工業大）

地域計画①　10:40～11:40　門脇耕三（明治大）
5007 城郭観光における歴史的再現性と観光の利便性に関する研究

○平岡美咲（日本大）、山中新太郎
5008 八王子市上恩方町上案下地区に関する調査研究 ーその1 伝統的

集落の概要と町並みー
○丹野将太（首都大東京）、丹野将太、小島一真、井立直人、讃岐 亮、
小林克弘、多幾山法子

5009 八王子市上恩方町上案下地区に関する調査研究 ーその2 伝統的
民家の建築的特徴及び構造、環境特性についてー
○松田素直（首都大東京）、蔡 辰蔓、須永修通、多幾山法子

5010 伝統的建造物の維持保全に関する実態調査－重要伝統的建造物
群保存地区（大森銀山・温泉津）を対象として－
○井上慧彦（東京都市大）、佐々木健、勝又英明

地域計画②　11:50～12:35　門脇耕三（明治大）
5011 2016年熊本地震におけるトレーラーハウスによるグランメッセ熊本

敷地内の福祉避難所設置に関する報告その2

○土屋 真（首都大東京）、石田壽一
5012 復興過程における居住地・住まいの変遷と選択に影響を与える要

因－仙台市太白区の3棟の災害復興公営住宅入居者を対象として－
○須沢 栞（東京大）、大月敏雄、新井信幸、井本佐保里

5013 伊豆大島土砂災害被災世帯の再定住プロセスに関する研究
○筒井健介（東京大）、井本佐保里、大月敏雄

建築計画Ⅱ
3月2日（金）　154教室

計画基礎　13:30～14:45　雨宮知彦（ラーバンデザインオフィス）
5014 個室トイレの利用目的に応じた滞在時間推定モデルの構築―推定

モデル構築のための基礎調査―
○黒葛原はさと（日本大）、遠田 敦

5015 障害別にみた排泄実態と排泄環境における問題点 障害のある子ど
もを取り巻く排泄環境整備に関する研究 その2

○植田瑞昌（日本大）、八藤後猛
5016 デイサービスセンターにおける共用空間に対する評価と選好性から

みる空間条件
○徳嵩 諒（日本福祉大）、坂口大史

5017 認知症高齢者グループホームにおける居室表記の諸元の検討―認
知症に対する非薬物療法を視野にいれたサイン掲示計画の体系化
に関する研究―
○水野祐輔（東京都市大）、伊藤朱子、山崎 敏、勝又英明

5018 高齢者の散歩経路選択に関する一考察 ー荒川区A老人福祉セン
ター利用者を対象としてー
○藤田 歩（日本大）、山中新太郎

住空間　14:55～16:10　落合正行（日本大）

5019 四谷コーポラスの住戸設計プロセスの研究

○植竹悠歩（東京大）、大月敏雄、志岐祐一、松本真澄
5020 女子学生寮における寮生の交流と空間に関する考察－共同部屋型

と個室型の比較－
○谷口 新（大妻女子大）、鎌田奈緒

5021 国際寮における同居者との相互作用からみる異文化対応
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○龍 駒敏（名古屋工業大）、北川啓介、水野翔太、加藤正都、八木有
美

5022 社宅街の変容が居住者人口構造に及ぼす影響に関する研究 -福岡
県大牟田市3地区を事例に -

○足立壮太（東京大）、大月敏雄、谷口尚弘、安武敦子、橋本泰作、竹
村 潤

5023 中低層非住宅ビルカーテンウォールにおける工業化構法の新たな
形態の研究―重点課題とその解決手段の考察―
○舟岡 努（舟岡技術士事務所）、小野拓弥、勝又英明

公共空間　16:20～17:20　古澤大輔（日本大）
5024 公立文化ホールにおける改修実態に関する研究―全国の公立文化

ホールを対象として―
○城所友莉奈（東京都市大）、玉井宏典、勝又英明

5025 劇場演出空間のインバウンド利用に関する調査―東京都を中心とし
た実演演劇・体験ツアーの実態について―
○齊藤直也（東京都市大）、勝又英明

5026 障害児の保護者からみた公園利用の実態 川崎市田島地区における
公園利用の実態に関する研究（その7）
○植田瑞昌（日本大）、山中新太郎、八藤後猛、落合正行、三橋侑平

5027 小中学生・保護者の公園選択とテキストマイニングを用いた印象評
価 川崎市田島地区における公園利用の実態に関する研究（その8）
○三橋侑平（日本大）、山中新太郎、八藤後猛、落合正行、植田瑞昌

農村計画
3月2日（金）　133教室

農村計画　16:05～17:20　上保裕典（富士通総研）
6001 「道の駅」運営に対する住民参加意向に関する調査

○岡部義諒（三井共同建設コンサルタント）、青木和也、鎌田元弘
6002 中山間地域における小学生の習いごとに関する基礎的研究

○野田 満（首都大東京）
6003 静岡県における一社一村運動の経緯と活動の現状

○三橋伸夫（とちぎ協働デザインリーグ）
6004 栃木県における中山間地域と民間企業との交流・連携の試み 中山

間地域と民間企業との交流・連携に関する研究・その2

○三橋伸夫（とちぎ協働デザインリーグ）、本庄宏行
6005 インフォーマルセトルメントにおける空間構成と間取りからみる住

まい方 -フィリピンボホール州タグビララン市の沿岸地域を対象とし
て-

○塩原 拓（日本福祉大）、坂口大史

都市計画Ⅰ
3月2日（金）　132教室

都市環境と防災　9:00～10:30　小場瀬令二（練馬区都市整備公社まち
づくりセンター）
7001 市街地清掃工場の防災支援機能と地域住民の意識変化

○橋本 治（日本大）、根上彰生、金島正治、横内憲久、三橋博已、赤澤
加奈子

7002 東日本大震災被災地における地区防災計画策定の動向に関する研
究
○髙木駿斗（工学院大）、藤賀雅人

7003 新宿駅周辺地域を対象としたエリア災害対応支援システムの開発
○柳田悠太郎（工学院大）、村上正浩

7004 大地震時の物的・人的被害シミュレーションを用いた木造住宅密
集地域における空き家の除却と樹木による隣棟間延焼時間遅延効
果の検証
○原田あすか（東京工業大）、大佛俊泰、沖 拓弥、坂本遥峰

7005 広域避難シミュレーションの簡略化と複数地域における大地震時の

脆弱性比較分析
○坂本遥峰（東京工業大）、大佛俊泰、沖 拓弥

7006 ゲームエンジンを用いた津波避難行動シミュレーションシステムの
開発
○川合康央（文教大）、海津ゆりえ

都市の評価と計画支援・地域の再生　10:40～12:10　長岡 篤（東京工業大）

7007 多様な建築年代で構成される重要伝統的建造物群保存地区の防

災計画検討に関する基礎的研究－千曲市稲荷山地区を事例として
－
○宮本遼太郎（工学院大）、小倉秀斗、藤賀雅人

7008 郊外住宅地の密集市街地整備に対する事業変更と協議体制の関
係性に関する研究 ー川口市芝地区における土地区画整理事業解
除後の動向に着目してー
○大井雅代（工学院大）、藤賀雅人

7009 超高層集合住宅における居住環境評価と居住・地域意識に関する
研究 ‐川崎市中原区武蔵小杉駅周辺地域を対象として‐
○徳永椋二（東京都市大）、室田昌子、神保玲香、福岡大祐

7010 ネットワーク分析を用いた来訪者の回遊行動と店舗間構造に関する
研究
○川端遼太（日本大）、赤澤加奈子、根上彰生

7011 カルテ診断手法を用いた茨城県商店街の実態把握と活性化計画立
案
○嚴 先鏞（筑波大）、嚴 先鏞、河野裕美、四衢 深、山村拓巳、山本幸
子、鈴木 勉、大澤義明

7012 マルチエージェントシステムを用いた立地適正化計画の最適化手法
○内田瑞生（早稲田大）、矢口彰久、馬場芳樹、高口洋人

都市計画Ⅱ
3月2日（金）　132教室

制度・参加とコミュニティ・その他　13:30～14:30　増山正明（足利工業大）
7013 遊戯道路の実態からみた道路空間の活用に関する研究

○内海皓平（東京大）、大月敏雄、井本佐保里
7014 地域資源としてのコミュニティカフェの価値と共食に関する考察－

横浜市を事例として―
○山之井麻衣（横浜市立大）、三輪律江、鈴木伸治

7015 長野県における市民協働による環境保全活動の実態
○高 歓（法政大）、上山 肇

7016 都市公園における民間事業者導入制度に関する研究―関東の5つ
の民間事業者導入制度の事例を対象として―
○杉本耕作（日本大）、杉本耕作、宇於﨑勝也、赤澤加奈子

7017 不燃化推進特定整備地区における建替え助成制度の運用実態
○二橋舜輝（工学院大）、二橋舜輝

7018 学問界を上位とする文化行政への考察（その2）
○小幡敏信（本田技研工業／東京大）

建築社会システムⅠ
3月1日（木）　154教室

生産システム　13:00～14:30　権藤智之（東京大）
8001 使い手視点による建築の価値創造に関する一考察

○吉田 敏（産業技術大学院大）、奥村 建、平社和也、鈴木宏幸
8002 建築生産プロセスに影響を与える要因に関する記述の可能性

○吉田 敏（産業技術大学院大）、佐藤久代
8003 建築の機能による発注に関する一考察

○吉田 敏（産業技術大学院大）
8004 躯体工事のプロセスに関する考察 型枠工事に着目して

○田中大士（芝浦工業大）、志手一哉、曽根巨充
8005 インドネシアの建築生産システムに関する研究その1 日・韓13プロ
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ジェクトを通じて
 ○羽田圭佑（芝浦工業大）、蟹澤宏剛、志手一哉、佐藤秀昂
8006 インドネシアの建築生産システムに関する研究 その2～日系ゼネコ

ンの発注・契約に着目して～
 ○佐藤秀昂（芝浦工業大）、志手一哉、羽田圭佑、蟹澤宏剛
BIM・ICT活用　14:40～16:10　吉田 敏（産業技術大学院大）
8007 BIMによる構工法計画に関する研究－設計モデルから構法モデル

の自動変換に着目して－
 ○朱 正路（芝浦工業大）、志手一哉、牧野能久
8008 英国BIMプロジェクトメソッドに関する研究
 ○三上智大（芝浦工業大）
8009 深層学習による特徴量を用いた外構設計情報の管理に関する研究
 ○加戸啓太（千葉大）、平沢岳人
8010 三次元CADとゲームエンジンのデータ連携に関する研究
 ○高橋洋祐（千葉大）、戸田勇登、加戸啓太、平沢岳人
8011 デジタルファブリケーション機器の組合せによる建築部品制作の試

行
 ○髙林弘樹（千葉大）、高橋雅生、中村優介、漆山生羽、林 真那、古庄

玄樹、加戸啓太、平沢岳人
8012 五軸加工機による丸ノコを用いた加工パス導出に関する研究
 ○中村優介（千葉大）、漆山生羽、林 真那、古庄玄樹、加戸啓太、平沢

岳人

建築社会システムⅡ
3月2日（金）　153教室

ストック活用・実態把握　9:00～10:30　後藤智香子（東京大）
8013 東京都区部における建物利用の変化に関する研究 -建物利用の変

遷の定量的調査 -

 ○黒澤綱亮（早稲田大）
8014 高経年マンションの管理・コミュニティと建替え・耐震化に向けた

進捗度との関係－横浜市内の築40年以上マンションを対象とした
実態調査－

 ○青木伊知郎（長谷工総合研究所）、吉野裕之、藤岡泰寛、高見沢実
8015 中小規模ビルオーナーに関する意識調査
 ○高砂 渉（早稲田大）
8016 公共施設の集約化に関する研究―S県C市における住民意識調

査―
 ○中川稜太（早稲田大）
8017 複合公共施設の運営手法について―学校施設複合化の実態―
 ○藪下玲央（早稲田大）、小松幸夫、平井健嗣、李 祥準
8018 BIMを活用した不動産情報管理に関する研究
 ○堀井柊我（早稲田大
ユーザー・災害対応　10:40～11:55　梅本舞子（千葉大）
8019 中学生を対象とした畳に対する意識調査～住文化継承を目的として

～
 ○佐桑あずさ（横浜国立大）
8020 工務店実務の質向上に寄与するインターネット教材の開発に関する

研究
 ○鈴木奈実（早稲田大）、高口洋人
8021 災害即応型コンテナ仮設住宅の提案
 ○石井海言（早稲田大）
8022 集合住宅の共用設備の防災活用に関する研究
 ○鷲尾拓哉（早稲田大）
8023 ライフラインを考慮した事業用建築物の地震リスク評価手法の開

発
 ○射場雅斗（早稲田大）、高口洋人、筒井隆博

建築歴史・意匠Ⅰ
3月1日（木）　131教室

東洋　13:00～13:30　坊城俊成（千葉科学大）
9001 朝鮮建築における「活柱」について
 ○中西 章（フリーランス）
9002 ミャンマーの図像表現にみる木造建築
 ○佐藤 桂（武蔵野大）
西洋1　13:40～15:10　藤田康仁（東京工業大）
9003 ストラスブール、ゴシック大聖堂の建築工匠、『ハンス・ハマー・フォ

ン・ヴェルドの画譜』（その92）―パリ大聖堂の建築工匠ピエール・ド・
シェル、ジャン・ラヴィ―

 ○坊城俊成（千葉科学大）、坊城ガブリエラ知子
9004 ストラスブール、ゴシック大聖堂の建築工匠、『ハンス・ハマー・フォン・

ヴェルドの画譜』（その93）―パリ大聖堂の歴史―
 ○坊城ガブリエラ知子（東京大）、坊城俊成
9005 ストラスブール、ゴシック大聖堂の建築工匠、『ハンス・ハマー・フォン・

ヴェルドの画譜』（その94）―ランス大聖堂、第二の建築工匠ジャン・
ル・ルーによる外陣工事

 ○坊城俊成（千葉科学大）、坊城ガブリエラ知子
9006 ストラスブール、ゴシック大聖堂の建築工匠、『ハンス・ハマー・フォン・

ヴェルドの画譜』（その95）―ランス大聖堂、第二の建築工匠ジャン・
ル・ルーによる新しい西正面（後半）、大司教礼拝堂、そしてジャン・
ル・ルーの役割―

 ○坊城ガブリエラ知子（東京大）、坊城俊成
9007 ストラスブール、ゴシック大聖堂の建築工匠、『ハンス・ハマー・フォン・

ヴェルドの画譜』（その96）―ヴィラール・ド・オンヌクールのランス
大聖堂建設現場訪問―

 ○坊城俊成（千葉科学大）、坊城ガブリエラ知子
9008 ストラスブール、ゴシック大聖堂の建築工匠、『ハンス・ハマー・フォ

ン・ヴェルドの画譜』（その97）―基準寸法、施工用と製図用の定規、
ヴィーン尺定規、測量杖―

 ○坊城ガブリエラ知子（東京大）、坊城俊成
西洋2　15:20～16:35　海老沢模奈人（東京工芸大）
9009 ジョージア国カヘティ地方におけるドーム付設長堂形式教会堂遺構

の調査報告 -カフカース地域における中世キリスト教建築の研究 10 

-

 ○藤田康仁（東京工業大）、篠野志郎
9010 マケドニア共和国スコピエ近郊に残る中世創建のビザンツ教会堂

建築の調査報告
 ○守田正志（横浜国立大）
9011 18世紀イギリスにおける廃墟崇拝－墓地派詩人の影響を中心に―
 ○豊口真衣子（武蔵大）
9012 セント・オルバンズ大聖堂における屋根勾配をめぐる論争について
 ○頴原澄子（千葉大）
9013 都市計画に見る宗教的自然観 クエーカーと諸施設の近代 その3

 ○大川信行（千葉大）

建築歴史・意匠Ⅱ
3月2日（金）　142教室

都市史・日本建築史全般　9:00～10:30　片山伸也（日本女子大）
9014 明治期の地籍図に見る近世名古屋城下町の碁盤割に関する研究
 ○近藤熙乙（名古屋市立大）、加藤友香菜、向口武志、溝口正人
9015 土地利用から見た城下町岡崎の近代化に関する研究
 ○鈴木雅斗（名古屋市立大）、向口武志、溝口正人
9016 新田集落の地割を継承した吉祥寺の街路形態と形成過程に関する

考察
 ○山崎美樹（東京理科大）、伊藤裕久、濱 定史
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9017 震災復興計画土地区画整理事業における分区界に関する考察
 ○小見山慧子（東京理科大）、伊藤裕久、石榑督和、砂川晴彦
9018 名古屋東部丘陵の溜池空間－都市化に伴うその変容過程－
 ○片山京祐（法政大）
9019 日本社寺建築における尾垂木の歴史的変遷－尾垂木の語義及び分

類方法に関する考察 その1－
 ○許 楽（東京大）
日本近世　10:40～12:10　渡辺美樹（足利工業大）
9020 日光二荒山神社本殿の調査研究 その14－日光諸堂社絵図の検討
 ○高橋直子（伝統建築研究所）、小笠原徳明、山田由香里、伊東龍

一、小幡知之、高橋俊雄、中島綾乃
9021 日光二荒山神社本殿の調査研究 その15―鈴木近江守長次の手掛

けた建物について
 ○小笠原徳明（OGA建築スタジオ一級建築士事務所）、高橋直子、

山田由香里、伊東龍一、小幡知之、高橋俊雄、中島綾乃
9022 可変的／固定的要素としての請負人・棟梁
 ○藤尾直史（東京大）
9023 近世期の主たる登山道における山小屋建築の所在と所有 -富士山

の山小屋建築に関する研究（6）-
 ○奥矢 恵（山梨県富士山科学研究所）、大場 修
9024 近世期の主たる登山道における山小屋建築の形態 -富士山の山小

屋建築に関する研究（7）-
 ○奥矢 恵（山梨県富士山科学研究所）、大場 修
9025 御嶽山における山小屋建築の成立過程とその形態 -御嶽山の山小

屋建築に関する研究（1）-
 ○奥矢 恵（山梨県富士山科学研究所）、大場 修

建築歴史・意匠Ⅲ
3月2日（金）　131教室

日本近代1　9:00～10:30　小澤朝江（東海大）
9026 四国八十八箇所霊場第三十五番札所清瀧寺境内の近代的変容
 ○三浦要一（高知県立大）
9027 明治期の建物台帳からみた愛知県日進市の農家の建築規模と構成

に関する研究
 ○玉村祥子（名古屋市立大）、溝口正人、向口武志
9028 三橋四郎による凌雲閣の修繕
 ○平山育男（長岡造形大）
9029 滝大吉の関西における動向と『工業夜学校講義録』の発刊について 

J・コンドルによる濃尾地震調査の研究（65）
 ○平山育男（長岡造形大）
9030 滝大吉による『建築学講義録』の刊行について J・コンドルによる濃

尾地震調査の研究（66）
 ○平山育男（長岡造形大）
9031 東京形煉瓦の品質に関する一考察
 ○石田真弥（東京文化財研究所）
日本近代2　10:40～12:10　平山育男（長岡造形大）
9032 都立・県立公文書館所蔵資料にみる関東地方の地方高官官舎につ

いて
 ○佐藤秀明（千葉工業大）
9033 『天災記事録』にみる伊勢原市大山町の大正12年土砂災害の被害

状況
 ○小沢朝江（東海大）
9034 荒玉水道と水戸市水道の水道事業に従事した技手・木島繁につい

て
 ○田中和幸（近畿大工業高専）
9035 旧大泉家住宅の洋館について
 ○黒津高行（日本工業大）
9036 地理学者小田内通敏による地域調査手法の導入過程について

 ○佐藤大海（東海大）、渡邉研司
9037 原田治郎による”The Lesson of Japanese Architecture”（1936）の出

版と社会的背景
 ○笹内宏紗（東海大）、渡邉研司

建築歴史・意匠Ⅳ
3月2日（金）　131教室

日本近代3　13:30～14:30　黒津高行（日本工業大）
9038 旧中村研一邸にみる「はけ」の住環境形成について
 ○小川将貴（東京理科大）、山崎美樹、伊藤裕久、濱 定史
9039 旧熊本逓信病院の解体調査報告 山田守作品研究：17

 ○大宮司勝弘（東京家政学院大）
9040 建築家・平松義彦による千葉県習志野市に所在した2つの円形校

舎について
 ○藤木竜也（千葉工業大）
9041 山梨文化会館100年計画についてー情報のコミュニケーションから

保存のコミュニケーションへ
 ○渡邉研司（東海大）、宮崎 潤
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